
天保九（1838）年（立教）以後の中山家
－立教から信者が出来るまで－
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族（天保9年）

『中山みき研究ノート』
P49.八島英雄.1987

天保9年の立教後のこととして、『稿本天理教教祖
伝』は、

「月日のやしろとなられた教祖は、親神の思召のま
に／＼、 「貧に落ち切れ。」と、急込まれると共
に、嫁入りの時の荷物を初め、食物、着物、金銭に
至るまで、次々と、困って居る人々に施された。」
という言葉から始まる。

『稿本教祖伝』のもとになったといわれる中山真
之亮の「教祖様御伝」にもそれは記されている。た
だ、その本には、教祖は神憑りの後、3年間蔵に籠っ
たともある。立教早々、3年間も蔵に籠ったのでは、

「施し」などできないのではないか？という素朴な
疑問が湧いてくる。だからか『稿本教祖伝』は、蔵
に籠った話は取り入れられていない。ただ、『稿本
逸話編』には、「内蔵」という題で籠った話が出て
いて、そこにお息の紙の効能の話が付け足されてい
る。

何かと辻褄の合わない話が多い教祖伝ではあるが、
ここでは、過去帳などの史料と関係者の子孫が語っ
た話などを資料に教祖の周辺を眺めてみる。

立教時の中山家

『天理教史料叢書
第一集「おやしき
変遷史図」』P1．
1951．植田英蔵編
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年代 立教後 事柄 メモ

天保9（1838）年 1 立教

天保9～12年 1～4 ①教祖、蔵に籠る。立教後すぐに施しを始める。

②近隣の者、教祖の朗々とした歌声を聞く。 池に飛び込もうとしたのはこの頃か？

弘化（1844～
48）年間

7～10 ③秀司、医者の修業をし、修業先の娘を嫁にもらう（数日
で教祖の言動に驚き実家に帰った）

弘化元～安政6
（1859）年

7～22 ④針子に裁縫を教える。
針子の子孫の話などからの聞き書きが残っている。

精神状態が安定し、再び近隣の農
民に受け入られるようになった。

嘉永5（1853）年 15 ⑤教祖娘おはる、梶本惣次郎と結婚。 針子の口利きによる。

嘉永6年 16 ⑥夫善兵衛没／⑦お秀（秀司・おやその娘）誕生／
⑧こかんの大阪布教。

嘉永6～安政2年 16～18 ⑨小寒、教祖の妹くわの次男藤助と結婚、3年で離縁。

嘉永7（1854）年 17 ⑩おはる、中山家で出産。
⑪近隣農民も出産に関する話に興味を持った。（ゆき）

おびや神様の評判が針子などを通
じて拡がり始める。

安政2（1855）年 18 ⑫母屋を売る。土地を年切質に入れる（実質売却）。

安政元～4年の間 17～20 ⑬おかの（秀司・おちゑの娘）誕生。

安政5（1858）年 21 ⑭音次郎（秀司・おちゑの息子）誕生。

万延元(1860）年 23 仲田儀三郎入信（『天理教伝道史Ⅰ』P10）。 妻の産後のわずらいから話を聞いた。

文久3（1863）年 26 辻忠作入信、飯田善六（岩次郎の父）入信。

立教後から信者が出来るまでの事柄をまとめた。
これらの根拠となる資料を以下提示していく。
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月日のやしろとなられた教祖は、親
神の思召のまに／＼、／ 「貧に落
ち切れ。」／と、急込まれると共に、
嫁入りの時の荷物を初め、食物、着
物、金銭に至るまで、次々と、困って
居る人々に施された。／ 一列人間を
救けたいとの親心から、自ら歩んで
救かる道のひながたを示し、物を施
して執着を去れば、心に明るさが生
れ、心に明るさが生れると、自ら陽
気ぐらしへの道が開ける、と教えら
れた。（『稿本天理教教祖伝』P23）

(「教祖様御伝」『復元３３号』１５７頁)

『稿本教祖伝』立教後の冒頭は、次の
文から始まっている。

村の人たちは「栢山の善人」と、この人、尊徳の父を呼んでい
たという。本当だとすればこのひとことは、この人の当時の呆
然とした状態をじょうずに表現しすぎているほどである。

利右衛門はよく村の人たちにほどこしをしたという。農家とい
うものは、多分の余裕があっても、ほどこしはしない。ほどこしは
部落の秩序をおかしくするからである。ほどこしがいつまでつづく
ものではないし、ほどこしをうけたものはみじめである。（『二宮
尊徳』P16.守田志郎.朝日新聞社.1989）

施しは村には受け入れられない。三 内蔵 教祖は、天保九年十月二

十六日、月日のやしろとお定まり下
されて後、親神様の思召しのまにま
に内蔵にこもられる日が多かったが、
この年、秀司の足、またまた激しく
痛み、戸板に乗って動作する程に
なった時、御みずからその足に息を
かけ紙を貼って置かれたところ、十
日程で平癒した。／ 内蔵にこもら
れる事は、その後もなお続き、およ
そ三年間にわたった、という。
（『稿本天理教教祖伝逸話編』P2）

蔵に籠った話は『逸話編』にある。

立教の時こかんは満で1歳になっていなかった。当然母乳を飲む。

また、人間生きていれば食べて寝てトイレにもいかなければなら
ない。とても蔵に籠りっぱなしというわけにはいかないだろう。
家事の時間を一人になる時間に振り替える程度のことだったのだ
ろうか。

施しについて、『二宮尊徳』という本に記述がある。尊徳の家
は、二宮家の次男であった祖父が本家から分家して新田を開いて
２町３反の農家になった。しかし、子がなく、本家の次男を養子
にもらったが、百姓としての素養がなかったのか、「ほどこし」
をして、尊徳が家を継いだときには、7反ほどになっていたとい

う。著者の守田氏はその状況を事細かく推測し記しているのだが、
そこで「ほどこしは部落の秩序をおかしくする」と述べている。
教祖は、立教後7年位の頃から、針子の先生として近在の子供

たちに裁縫をおしえている。もし教祖が村の秩序を乱す「施し」
などをしたとすれば、そこに自分の子を親は通わせるだろうか。

①「内蔵」と「施し」の資料

3



「秀司先生は御承知のとおり、天保八年の秋十月
のころから足が悪かった。それが機縁となって山伏
の中野市兵衛が出て来て、教祖の天啓の直接の動
機ともなったわけです。その後も先生の足は治らず、
行く行くは百姓もならぬというところから医者の業を
習わせ、医者として立つようにとの親心から、当時こ
の地方で有名な外科医であった井戸堂村出屋敷の
ある医者の許へ通わせられた。秀司先生を『先生』と呼
んだのは医者の故だと聞きます。この医者の家の娘さ
んが秀司先生の所へお嫁入りされたのだが、毎夜の
ように教祖に天啓があり、人々が寝静まった夜中に
その声が響くわけです。その声を聞くと医者の娘さん
は恐ろしくなって中山家におることが出来ず、嫁入り
してから三日目に出屋敷の我が家へ帰り、それ以来
戻られず、柳本へ再縁されたと聞いています」
（『御存命の頃上』P88.高野友治）

天保9（1838）～弘化4（1847）年間の医者の主人は
土谷宗仙で、嫁に来たのはその娘だろうという。

秀司の医者修業と結婚②
（弘化年間か－秀司24～28歳）

朗々と歌う教祖③

昼間、夜中に朗々と歌うが如くに声を発する教祖

中山家の隣にかせ屋という家があっ
た。その主人の話によると、教祖様
は信者が誰もなかったころから御一
人で神様の天啓のお言葉を朗々と口
にしておいでになったという。それはま
ことに朗らかな歌をうたうような調子
だったという。それでいて「そのお言
葉はどんなお言葉でしょうか」とその
主人にきいても、一言も覚えていな
いという。また中山家の裏の百姓ソ
ウ助は雨の降る日など、煙草を吸い
ながら隣からきこえて来るお歌を「また
やっておられるな」ときいていたとい
うが、それとてもその内容は片言も
覚えてなかったという。もって村の人
びとが教祖様をどんな気持ちでみて
いたかよくわかると思う。（『天理教
伝道史Ⅰ』P7.高野友治）

②，③，④の資料

立教以後、教祖は一時針
子をお取りになったことが
教祖伝に見えている。そ
の年代は弘化（1844～
1847）年間のごとく記され
ているが、嘉永・安政頃に
も引き続いてお教えになっ
ていたのではないか。(『御
存命の頃』上９７頁)

針子を取る④

夜中や昼間に大きな声で
意味の分からないことを
歌うが如く発声していた
のでは、針子は集まらな
いだろうから、②や③の
資料にあることは、針子
を取る以前の天保年間の
ことと考えられるだろう
か。
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「教祖絵伝」（『天理時報』1984年5月27日号第12回）

④の資料教祖の教えを伝えた針子達

辻忠作の姉こよが針子として、弘化4（1847）年頃に教祖のもとに通っていた。そこ
でおはる（1831年生）の人となりを見て、いとこの梶本惣次郎の嫁にという話が出た
という。（仲人をしたのは父の忠作）

その後10年近く経った文久3年に、忠作は妹の気の間違いのことで教祖を訪ねている。
文久2年に教祖は、産後の煩いのことで安堵村へ行っている。また、同3年には、同

じ安堵村の飯田善六の子供岩治郎の病気のために、出かけている。これらは、安堵村の
近くに住む針友達の辰見ミツが教祖の存在を近隣の人びとに教えたのかもしれない。

針子たちはその修業を終えた後も教祖に会いにおやしきに出かけたという。高野氏が
確認できた針子は5名にすぎないが、実際にはその何倍もの子供が通ったことであろう。

その子たちは、当然裁縫の技術も学んだが、それ以外のことも学び、親や近在の人びと
に伝えたのではなかろうか。

その中から、辻忠作や飯田岩治郎のような信仰者が生まれたのである。

『稿本教祖伝』には「嘉永5年、三女おはるは、

櫟本の梶本惣治郎へ嫁入った」とあるが、『改
訂正文遺韻』（P27）には「この年、善兵衛様死

去の前に」おはるが結婚したとあり、「この年」
は嘉永6年と思われるが、「嘉永5年」であると
いう史料があるのかどうかわからない。

⑤「おはるの結婚」の資料
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《車屋のおやそと云ふ者と秀治氏との間におしうと云ふ女子があつた。
生れると直ぐお引き取りになつて糊や粥で育てゝ十二三才になつた
時縁あつて大豆越村へ嫁ぐことになつたが母親が苦情を云つ
て遂に破談となつた。其の後母親の不心得から其の女子を強
ゐて自分の所に連れて行つたが（おしう十八才の時）間もなく死
んだ。（其れが故管長未亡人中山玉惠子の前身である）其の事
を述べられたのである。》

「最初の娘で二人の祖母の慈愛のもとに育てられたお秀」
（『おふでさき通訳』P40.芹沢茂）とある。

「二人の祖母」とは、「おやその母親」と「教祖」の事であろう。
なぜ母親「おやそ」が出てこないのか。

嘉永６年、秀司の娘、お秀生まれる⑦。

『評註御筆先』P10.大平隆平（一号60の註）.1916

『復元2号』P61

善
福
寺
過
去
帳(

善
福
寺
は
中
山
家
の
檀
那
寺)

お秀に関する「おふでさき」
1号60．このこ共二ねん三ねんしこもふと

ゆうていれども神のてはなれ
7号67．このもとハ六ねんいぜんに三月の

十五日よりむかいとりたで
7号72．なわたまへはやくみたいとをもうなら

月日をしへるてゑをしいかり

母親のおやそはどうしたのか？
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「小寒子略伝」（『増野鼓雪全集22』P9）『御存命の頃』P103

嘉
永
六
年
以
後
大
阪
に
出
か
け
る
秀
司

大阪に行った秀司をこかんが呼びに遣わさ
れたと書かれている。
・秀司はなぜ大阪に行ったのか。
・こかんはなぜいとこらと呼びに行ったのか。
・そのついでに大阪で神名を唱えたのか。

似
た
名
前
の
い
と
こ
が
い
る

小寒大阪布教⑧
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⑨

「小寒子略伝」（『増野鼓雪全集22』P11）
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３
９
頁
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おはるの出産⑩ 嘉永７年１１月５日
嘉永7年は、11月27日に改元され、安政元年となった。

嘉永7年頃には、「おやしき」には、教祖、秀司、こかん、その夫藤助の4人が住んでいたと想像される。そこにおはるが「産

屋」として入ってくるには、「隠居」だけでは狭すぎる。この時には、まだ、本宅があったのではないかとする考え（『ほんあづ
ま』№409P10.八島英雄）もある。母屋の売却が嘉永7年の後、安政2年頃だとすると、「綿商仕并ニ米商致居候處微運ニシテ
追々損失ヲ生シ」)（『復元３０号』２３９頁）、土地を売却した時期と一致する。

母
屋
の
売
却
⑫

嘉
永
6
年
頃
？

安
政
に
な
っ
て
か
ら
？

「教祖絵伝」（『天理時報』（週刊）1984年6月10日号第13回）

「教祖絵伝」第13回

『天理教史
料叢書第一
集「おやしき

変遷史図」』

『
復
元
30
号
』１
５
７
頁 母屋取り壊しについての史料

などは存在しないようである。
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嘉永6年前後の中山家の状況について、ここに提示した資料から『中山みき研究ノート』（P79．八島英雄）は以下のような推定をしている。

善兵衛が亡くなった嘉永六年、秀司の子供が生まれています。 おやそという村の小作農の娘との間に出来たおしゅうという女の子です。 二十数戸しかない狭い村
なので、おやそは村にいられなくなって、その子を自分の母に預けて大阪に出てしまいました。 それで、秀司も大阪に出て行くようになりました。

秀司は足が悪いので農業はあまり得意ではありません。三十幾つになっていたから、寺小屋で教えるといっても、大した事は出来ず、商売にはなりにくかったので
しょう。それで、おやそのいる大阪に度々足が向いたということです。これは増野道興が書いたこかんの伝記に出ています（注＝増野鼓雪「小寒子略伝」『増野鼓雪全
集22』一〇頁＜增野鼓雪全集刊行会＞一九二九年刊。 櫟一〇）。

当時、お屋敷では、こかんに婿をもらって隠居に住まわせ、秀司は母屋に住んでいました。普通、隠居というと老人のことですが、大和では分家した人の所を言います。
当時のお屋敷の図面には母屋の奥の建物に隠居と書いてあります。ここで、こかんと教祖の妹で忍坂村に嫁いだクワの子供で藤助という人が暮らしていたのです。
お屋敷には二町歩余りの農地があったので、二人でそれを耕していました。

祖母に引き取られたおしゅう（後に教祖に引き取られる）を残して、秀司はたびたび大阪に行っていましたが、そのうちに、米相場で大失敗をしでかします。前出の
警察への上申書では「綿商い、及び、米商い仕り・・・・」とあります。 綿屋というのが中山家の別名（屋号）であり、綿の仲買いは以前からやっていました。綿は、幕末
になると、それまで専売であったものの規制が弛み、組合に入っていなくとも商売が出来る、というまでに開放されて来ました。中山家は綿の組合の名簿に載ってい
ない程の、小さな仲買いでありました。しかし、米の商いをしていた、という事実はありません。 上申書の記述は秀司が新たに大阪で米相場に手を出した事を言って
いるのです。

米相場で失敗した秀司は、その借金が払えなくなりました。相場も正式には、きちんと保証金を積んで、その範囲内でやるから、借金の人質に取られて帰れない、
などという事はないのですが、非公式の場合はそんな事も起こります。

中山家では教祖と、こかんの夫の母であるクワが骨を折り、秀司が何とか帰ってこられるだけの金を作ったのです。その金を急いで大阪に持って行かなければなり
ません。それで、こかんと夫の藤助、それに藤助の兄弟の改三郎と又吉が付いて行くことになったのです。これは、安政二年、こかん十九歳の頃の話です。

大阪に行き、 クワの縁者が奉公している醬油屋に泊まり、そこから、こかん達は出掛けていった、という手紙文が残っています。 そんなことで、どうにか秀司は帰る
ことができました。

ところが、大阪の借金はなくなったが、教祖とクワが急いで金を作るためにした借金が、大和に残りました。それで、土地を十年間の年切り質にいれ、その耕作権でまず、
いくらかのお金を作り、残りを母屋を売って支払うということになったのです。 母屋の取りこぼちです。母屋を売るので、家財道具の置き場がありません。それで、ほん
のわずかなお金で良いから、どうか持って行ってくれと、相手の言い値で片っ端から処分をしたのです。このことが、人に施すために行なわれた、ということになって
いるのです。
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音次郎は秀司の子。安政5（1858）年1月23日生

音次郎生まれる⑭

「御教祖伝史実校訂本.上」（『復元29号』P32）

おちゑ様のこと

おちゑ様お子二人あり、はじめの方はおかのさまと申し、このかた、ぜんし
やうには、教祖様の夫、善兵衛様のおてかけにて、やはりおかのとい
ひたりしと。そのころは、心よからぬものにて、善兵衛様のごちやうあい
あるをよきことにして、教祖様を邪魔にし、ひどく、がいをなさんと、たく
らみたりしとなん。それゆゑ、こんじやうにても、おてかけのはらに、や
どりたることわりなるか。

むすめざかりのころとなり、茶つみ女のむれに入りて、山城へまかり
こし、そのまゝおやしきにはかへらで、京にて男をもちたりけり。

次の方は男にて、音次郎と申す。この方出産のとき、おちゑさまは、お
屋敷にて産みおろしたくおもほすものから、にぢらんばかりに、たち入り
けるを、教祖様は、なか／＼きゝ入れたまはず、おくり出したまふことた
び／＼なりける。

やがて、りんげつとなりて、いまにもと、おもふばかりの朝に、なほお
しかけて入り来りければ、またもや人をもて、送りかへしたまふ。その時、
おちゑさま、川原城なる我家にかへり、しきゐをまたげつるや、いなや、
この子を生みたりしとなん。かみさまの、ゆるしたまはぬなかなれば、お
屋敷にはふさはずして、かくもあることならん。

この音次郎殿と云ふは、としたけるつど、しようぶごとを好み、ばくちな
んど、つねのわざとなしたりける。かゝるさまなれば、幼少の頃より、お
やしきには入れ給はざりきとぞ。されど、父君のみがはりにもと云ふ、
神様の思召もありしとなん承りはべりぬ。（『改訂正文遺韻』P117）

音次郎には「おかの」という姉がいた。 11



「私（高野友治）が北村嘉助をその自宅に訪ねたとき、彼はすでに九
十五、六歳くらいであったが、なかなかしっかりしていた。家は川原城
の上街道の東側の、道に面した平長屋の中の一軒で、老人は、おちゑ
さんの住んでいた家が壁一重へだてた北隣であったことを教えてくれた。

北村嘉助はおちゑさんのこともよく知っていて、秀司先生の方から
時々通うていた、と言っていた。そして、

『秀司さんが、京都の吉田神祇管領から帰ったとき、京都からの土産
をもって来て、息子や娘にやって、よろこんでおられたわ』
と語った。

だから、慶応三年には、おちゑさんはまだ川原城の実家にいたのだと
思う。そこで、おちゑさんが中山家に入り込んだのは、この史実以後の
ことであったろう。住む部屋もないのにおちゑさんと二人の子供と、三
人もおしかけて来たのでは中山家はわやになっただろう。おそらく教祖
のたすけ一条のご用にもさしさわりができるようになったことであろう。

それが、明治二年の『正月三十日という日限をきって、実家へ帰るこ
とをさとされた所以と理解するならば、話はわかる・・・・」
（『先人の面影』P77.松谷武一.1981）

おちゑと子供二人は、慶応3年には川原城の実家に

居た。吉田神祇管領の公認を得たのを機に「お屋敷」
に移り住んだ。

「おちえ」に関するおふでさき（お屋敷から出て行けという内容）
1号39．一寸はなし正月三十日とひをきりて をくるも神の心からとて

16号25．いかほどにこしらゑしたとゆうたとて
そのさきなるわたれもしろまい

松枝子（秀治氏の夫人）音次郎（秀治氏の庶子）を
箪笥二棹田地三反八畝金百円を持参せしめて丹
波市の田甚隠居へ養子にやろうとした。教祖はこ
れを止めたが音次郎は之れを聞かないで田甚隠
居へ行った。其れから一年経つか経たぬ中に零落し
て財産を失って了った。
17号73．さと／＼たをと／＼びよさま／＼〕

74．このはなしあいづたてやいてたならば
なにゝついてもみなこのとふり
75．これをはな一れつ心しやんたのむで

さと／＼は教祖の御実家、たをと／＼は田村音次
郎、びよさま／＼は秀治氏の夫人松枝子の実家
平等寺村の小東政吉、此の三軒は親戚の中で最も
激しいお道の反対者であつた。其れで合図立て合ひ
出たならば即ち悪い理が循環して来たならば此の
道に反対するものは何んでも此の通りになるとい
ふことを確つかり自覚しなけれげならないといふ
のである。特に教祖と最も縁戚関係の深い三軒を
拳げられたのは神の道には親族はない。と云ふこ
とを特に明示せられたのである。

「音次郎」に関するおふでさき
註は『評註御筆先』（大平隆平.1916）のもの。
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『中山みき研究ノート』
八島英雄P49

出
典
不
明

「
天
理
教
教
祖
年
譜
表
稿
案
」(

『
復
元
三
十
九
号
』
六
八
頁)

明
治
十
一
年
生

❓
❓

❓

秀司の
子供達

この時期妊娠していたことが確認
できるのは、小寒だけである。
小寒は流産がもとで亡くなっている。

１号65．これからハ心しいかりいれかへよ あくじはろふてハかきによほふ

これ迄に秀治氏の関係した女は何十人であつたか訳らないが今度若い女房を貰つた
ら其れを合圖にフツツリ素行を改めよと云はれたのである。（ 『評註御筆先』P１１）

一
般
に
お
ふ
で
さ
き
七
号
７
２
の
「
た
ま
へ
」
は
明
治
十
年
に
生
ま
れ
た
「
た
ま
え
ー

出
生
時
ま
ち
」
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
七―

６
５
の
「
は
ら
み
て
い
る
」

と
い
う
表
現
と
矛
盾
す
る
（
七
号
は
明
治
8
年
2
月
か
ら
5
月
に
執
筆
）
。
そ
れ
で
、
明

治
十
二
年
に
亡
く
な
っ
た
「
智
生
童
子
」
が
明
治
八
年
に
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
解
釈
を

八
島
氏
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
子
は
明
治
十
一
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
解
釈

は
成
り
立
た
な
い
。

「
立
教
か
ら
信
者
が
出
来
る
ま
で
」
と
い
う
内
容
の
は
ず
が
、
お
ふ
で
さ
き
の
解
釈
の

問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
信
者
が
出
来
る
ま
で
に
起
こ
っ
た
事
柄
を
理
解
す
る

な
し
に
は
、
お
ふ
で

の
解
釈
は
出
来
な
い

い

を
意
味
し
て
い

の
か
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